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堀
采
用
水
の
完
成
せ
ま
る

年
六
百
二
十
五
石
の
増
収

見
込
み

堀
雅
川
水
は
、
積
雪
寒
冷
単
作
地
帯
振
興
対
策
事
業
と
し
て
昭
和
二
十

　
　

九
年
度
に
着
工
、
四
ヵ
年
経
続
事
業
で
、
8
工
費
一
千
八
百
三
十
二
万

　
　
　

円
を
費
し
水
路
総
延
長
六
千
米
、
幅
二
米
、
水
路
高
さ
一
米
と
い
う
大

　
　
　
　
　

用
水
で
、
今
年
度
分
の
工
事
は
十
一
月
末
で
完
成
し
、
あ
と
一
千
一
百

　
　
　
　
　
　

米
（
昭
和
三
十
二
年
度
分
）
で
こ
の
工
事
は
し
ゆ
ん
功
す
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　

っ
て
い
る
。
（
写
真
は
完
成
せ
ま
る
堀
兼
用
水
‐
西
山
地
籍
に
て
）

五
条
方
発
電
所
排
水

口
か
ら
、
真
名
川
の

水
を
一
手
に
取
り
入

れ
る
真
名
川
用
水
は

大
井
、
明
後
、
堀
兼

の
三
用
水
に
分
水
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ

を
起
点
と
す
る
堀
兼

用
水
は
五
条
方
、
今

井
、
平
沢
、
西
山
、

稲
郷
、
上
据
、
中
据

下
据
と
延
々
六
千
米

も
続
い
て
い
る
。

以
前
は
、
水
路
が
不

備
の
た
め
流
水
が
悪

く
、
漏
水
な
ど
が
原

因
で
下
流
地
区
で
は

毎
年
旱
ば
つ
に
な
や

ま
さ
れ
て
き
た
が
、

積
寒
対
策
の
制
度
が
で
き
国
と
市

の
補
助
を
受
け
て
、
こ
れ
が
着
工

の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
、
地
係

農
民
の
宿
願
は
漸
く
諒
せ
ら
れ
る

事
に
な
っ
た
。

す
で
に
今
年
度
ま
で
に
で
き
あ
が

っ
た
水
路
は
二
千
五
百
八
十
九
米

で
西
山
ま
で
完
成
、
昭
和
三
十
二

年
度
で
全
長
が
し
ゆ
ん
功
す
る
。

こ
の
水
路
の
完
成
に
よ
り
、
三
百

九
十
町
歩
の
か
ん
が
い
、
排
水
の

万
全
が
期
さ
れ
、
な
お
六
百
二
十

五
石
（
米
換
算
）
の
増
収
が
見
込

ま
れ
る
と
と
も
に
、
市
の
中
心
市

街
の
防
火
用
水
に
も
、
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
の
早
期

完
成
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

納税と市民

　

市民と

社会との※

※つながり

　

は、納税

によって明らかにされる。選挙が市民と

いう資格を、積極的に表示するものとす

れば、納税はそれを消価で的に表示する指

標ということができるてあろう。

　

納税によって市民は、共同社会の一員

としての責任を分担することができる。

たとえば、いろいろな会やグループが、

その会員としての資格を確認する方法は

会頴に出席することと、会費を負担する

ことによって明らかにされるのと等しい

　

地方自治！圃体は、社会の組立ての上か

らいって、生産集団のうちの非営利ぽ体

に属するものであり、市民はその構成メ

ンバーである。そのメンバーとしてのっ

ながりは、会費に相当する税金を納付す

るということにある。

越
美
北
線
い
よ
く
着
工

　
　
　

敷
地
買
上
げ
今
年
中
に

　

越
美
北
線
の
本
年
度
事
業
は
、

大
野
駅
か
ら
6
原
口
ま
で
の
敷
地

買
上
げ
と
、
九
頭
竜
川
、
真
名
川

に
か
か
る
鉄
橋
の
橋
脚
の
建
設
費

に
一
億
円
が
見
積
ら
れ
て
お
り
、

明
春
三
月
末
ま
で
に
完
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

十
一
月
二
十
二
日
に
は
、
池
田

助
役
、
水
上
商
工
課
長
ら
が
関
係

地
籍
の
起
工
一
嵐
諾
書
を
取
り
ま
と

め
、
岐
阜
事
務
加
へ
持
参
し
、
こ

の
工
事
の
早
期
着
手
に
力
を
添
え

て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
か

ね
て
。
斎
藤
市
長
も
た
び
た
び
上

京
、
地
元
選
出
衆
・
参
議
員
の
協

力
に
よ
る
陰
の
力
も
大
き
い
。

　

斎
藤
市
長
は
、
同
線
の
明
年
度

の
予
算
に
は
三
億
円
を
獲
得
し
た

い
と
猛
述
動
を
続
け
て
い
る
。

　

な
お
十
二
月
一
日
に
は
岐
阜
工

事
事
務
所
に
お
い
て
、
九
頭
龍
川

と
真
名
川
に
か
か
る
鉄
橋
の
入
札

が
行
わ
れ
る
。

上
庄
小
講
堂
地
鎮
祭
行
わ
る

　
　

明
年
三
月
末
に
は
お
め
み
え

総
工
費
一
千
九
百
万
円
を
要
し
、

総
坪
数
二
百
八
十
じ
坪
、
鉄
筋
鉄

骨
の
永
久
講
堂
が
上
庄
小
学
校
に

新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
十
月

二
十
日
午
前
九
時
、
同
講
堂
新
築

用
地
に
お
い
て
地
銀
祭
が
行
わ
れ

た
。

上
庄
小
学
校
講
堂
は
、
明
台
四
十

二
年
に
建
築
し
た
も
の
で
、
大
正

ト
年
九
月
の
台
風
に
見
舞
わ
れ
て

倒
壊
し
、
そ
の
旧
材
料
を
使
っ
て

再
築
し
た
た
め
老
朽
が
甚
ゼ
し
く

危
険
校
舎
に
数
え
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
が
、
地
区
民
の
念
願
が

か
な
っ
て
ぃ
よ
く
来
年
三
月
末

に
は
立
派
な
講
堂
が
お
目
見
え
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

（
写
真
は
上
庄
小
学
校
講
堂
の
地

鎮
祭
）

風
見
鶏

　

「
何
と
な

弓
追
は
れ

心
に
年
の

行
く
弓
男
」
全
く
年
末
と
い
弓

も
の
は
、
日
ご
ろ
忙
し
い
人
は
亀

ち
ろ
ん
だ
が
、
大
し
て
忙
し
く
た

い
人
で
も
心
が
落
着
か
な
い
も
の

だ
▼
し
か
し
大
宇
宙
は
地
球
の
さ

わ
ぎ
を
よ
そ
に
「
空
に
見
よ
月
日

は
く
る
る
年
も
な
し
宗
祗
」
と

営
々
と
し
て
そ
の
運
行
を
つ
づ
け

て
い
る
。
動
物
縮
に
し
て
も
、
年

末
だ
か
ら
と
い
っ
て
別
に
用
事
が

ふ
え
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
「
烏

カ
ア
雀
チ
ュ
ウ
と
て
年
く
れ
ぬ

存
皿
」
と
し
ご
く
落
ち
つ
い
た
も

の
。
こ
う
な
る
と
ハ
タ
ハ
タ
さ
わ

ぐ
の
は
入
間
だ
け
で
あ
る
ら
し
い

▼
そ
の
忙
1
い
最
大
原
因
は
、
掛

売
の
r
誕
金
て
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば

も
う
少
し
世
間
も
静
か
一
に
と
思
う

少
し
ず
つ
（
借
金
で
亀
た
ま
る
と

大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
「
書
出
し

に
小
町
が
返
事
な
か
り
け
り
召

波
」
と
芙
人
も
御
気
嫌
な
な
め
。

お
互
い
に
な
る
べ
く
掛
け
は
や
め

て
近
代
商
法
で
い
き
た
い
も
の
だ

マ
そ
っ
こ
ら
し
て
い
石
内
に
「
ボ

ロ
ボ
ロ
の
聖
書
と
な
り
ぬ
グ
リ
ス

ヾ
ｚ
野
鳥
」
が
や
っ
て
采
て
「
け

応
か
ら
の
始
末
お
か
し
や
大
み
そ

か
瓜
流
」
と
な
つ
て
し
・
ｙ
う
。

除
夜
の
鐘
を
き
き
な
が
ら
「
こ
と

ご
と
に
我
洲
や
ま
て
り
年
林
る
る

青
子
」
と
消
沈
す
る
人
が
多
い
世

の
中
だ
が
、
心
か
ら
「
年
は
ゆ
け

ど
悔
な
き
我
や
心
富
む
大
州
」

と
す
べ
て
の
人
が
思
え
る
時
代
が

来
る
の
は
い
つ
の
事
だ
ろ
う
か
。



※
今
月
の
市
税
、
固
定
資
産
税
第
三
期
分
納
期
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

市政を語る座談会

活
発
に
質
疑
応
答

　

大
野
ま
議
員
、
匯
長
ら
4
0
名

　

十
一
月
二
十
六
日
午
後
一

時
か
ら
有
終
南
小
学
校
で
、

大
野
地
区
選
出
議
会
議
員
、

区
長
、
な
ら
び
に
西
小
学
校

校
舎
改
築
促
進
期
成
同
盟
会
会
員
ら

約
四
十
名
が
集
り
、
市
当
局
か
ら
池

田
助
役
、
清
水
総
務
課
長
、
寺
島
教

育
長
、
日
下
消
防
署
長
ら
が
出
席
、

市
政
に
つ
い
て
・
建
設
的
な
要
望
か
お

り
、
活
発
に
質
疑
応
答
が
か
わ
さ
れ

た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り

（
△
印
は
質
問
）

△
市
建
設
五
ヵ
年
計
画
に
つ
い
て

事
業
の
進
ち
よ
く
情
況
を
お
聴
ヽ
ざ
き

し
た
い
。

　

答
、
計
画
そ
の
も
の
が
ぼ
う
大
な

も
の
で
、
再
検
討
を
必
要
と
す
る
が

現
在
は
学
校
、
水
道
、
産
業
面
の
彫

業
は
、
良
い
進
ち
ょ
く
率
を
示
し
て

い
る
。

△
衛
生
施
設
に
つ
い
て
、
も
っ
と

積
極
的
に
事
業
の
遂
行
を
し
て
欲
し

い
。
な
お
下
水
の
流
通
を
良
く
し
て

欲
し
い

　

答
新
年
度
の
予
算
で
考
え
た
い

△
発
電
所
建
設
に
あ
た
っ
て
、
か

ん
が
い
水
量
と
非
常
時
に
必
襄
な
水

量
が
確
保
で
き
る
よ
ら
に
し
て
欲
し

い
。

　

市
は
、
発
屯
所
誘
致
に
つ
い
て
積

極
的
に
あ
た
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

答
発
電
所
誘
致
に
つ
い
て
は
、

県
の
試
案
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る

が
、
当
市
と
し
て
は
、
今
後
、
大
工

場
の
誘
致
、
そ
の
他
、
重
工
業
の
発

展
の
要
屎
と
L
て
も
、
交
通
の
至
便

と
豊
富
な
電
力
資
源
を
保
有
す
る
事

は
当
市
発
展
の
一
大
要
素
で
、
欠
く

事
の
で
き
な
い
要
件
で
あ
る
か
ら
、

市
当
局
で
は
、
全
力
を
挙
げ
て
、
関

係
者
に
協
力
を
求
め
て
い
る
。

　

必
要
水
量
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

既
設
発
電
地
帯
を
見
て
も
必
要
量
の

水
量
は
確
保
さ
れ
て
い
る
し
、
な
お

知
事
と
し
て
も
地
元
に
不
利
益
な
事

は
承
認
す
る
と
思
わ
れ
な
い
。

　

非
常
時
の
水
利
は
、
い
玄
消
防
署

で
詞
査
研
究
を
進
め
、
三
月
ま
で
に

木
本
開
拓
の
排
水
を
効
果
的
に
利
用

す
る
計
画
を
樹
て
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

△
下
水
路
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
者
が

多
く
て
、
下
流
で
は
迷
惑
し
て
い
る

　

こ
れ
が
ま
た
、
非
常
の
場
合
に
流

水
が
悪
く
、
防
火
用
に
間
に
合
ま
わ
な

い
事
に
な
る
か
ら
、
理
事
者
で
規
則

を
設
け
て
取
締
っ
て
欲
し
い
。

　

答
規
則
も
考
え
ら
れ
る
が
そ
れ

は
取
締
り
の
規
則
で
な
く
、
市
民
の

守
る
べ
き
最
低
の
道
義
的
な
規
則
に

す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
そ
れ

よ
り
も
大
切
な
事
は
市
民
の
公
徳
心

か
ら
発
す
る
自
戒
の
態
度
が
必
要
で

皆
さ
ん
か
ら
も
地
域
の
人
々
を
啓
蒙

し
て
欲
し
い
。

△
有
終
西
小
学
校
は
、
明
治
三
十

八
年
に
建
築
し
た
も
の
で
老
朽
度
も

甚
だ
し
い
上
に
、
児
童
数
の
激
増
に

よ
り
狭
く
、
危
険
を
感
じ
て
い
る
か

ら
早
急
に
改
築
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

　

な
お
、
大
野
地
区
を
除
く
他
の
地

区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
老
朽
校
舎
の
新

改
築
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
大
野
地

区
は
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
思
ま
わ
れ

る
が
こ
れ
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

答
大
事
業
で
あ
る
だ
け
に
、
慎

重
に
考
え
て
、
場
所
、
施
設
、
財
源

の
諸
問
題
を
地
元
関
係
者
や
教
育
委

員
会
と
十
分
検
討
し
て
、
早
急
に
具

体
的
な
案
を
練
り
た
い
。

　

旧
村
部
に
雷
一
点
を
置
い
て
、
事
業

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
事
は
な
い
、

市
制
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
受
入

れ
側
に
あ
る
、
旧
大
野
地
区
と
し
て

は
、
幾
分
謙
譲
的
態
度
に
あ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
る
が
、
言
わ
れ
る
よ
う

な
旧
村
部
に
重
点
を
ま
お
い
た
な
ど
と

い
う
こ
と
は
毛
頭
な
い
。

　

市
政
は
、
建
設
五
ヵ
年
計
画
に
向

っ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
五
ヵ
年
後

の
ゴ
ー
ル
に
雌
す
る
ま
で
に
目
標
の

で
フ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
に
努
め
た

い
。
何
と
し
て
も
、
広
い
面
積
を
持

っ
関
係
上
、
大
き
な
柳
業
を
行
っ
て

も
比
較
的
目
に
っ
か
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
有
終
中
学
校
の
特
別
教

室
の
増
築
、
有
終
南
小
学
校
校
庭
拡

張
問
題
な
ど
の
種
々
な
建
設
的
意
見

が
出
て
、
各
議
員
や
教
育
長
か
ら
も

そ
れ
ぞ
れ
解
答
が
あ
り
、
池
田
助
役

は
、
市
長
さ
ん
に
し
て
も
、
調
員
の

方
々
に
し
て
も
、
諸
種
の
事
業
は
、

皆
さ
ん
の
祠
求
以
1
に
や
り
た
い
が

健
全
財
政
を
維
持
し
て
行
く
た
め
に

は
常
に
市
の
財
政
と
に
ら
み
あ
わ
せ

る
必
要
か
お
る
こ
と
も
御
了
解
願
い

た
い
。
県
下
に
も
見
ら
れ
る
地
方
財

政
再
建
整
備
法
の
規
制
を
受
け
る
準

禁
治
産
的
な
市
政
を
避
け
て
行
き
た

い
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
区
長
会
長
の
西
川
長
農
助

氏
は
、
こ
の
種
の
会
合
・
を
今
後
も
度

々
催
し
た
い
と
結
び
五
時
三
十
分
閉

会
と
な
っ
た
。

仙1

’1；．゛1

少
い
文
化
器
具
⑩

　

農
家
に
洗
だ
く

器
を
、
こ
れ
は
決

し
て
ぜ
い
た
く
な

夢
で
は
な
い
、
日

ご
と
、
麿
を
拝
み

野
良
に
出
で
、
夕

に
月
影
を
踏
ん
で

家
路
に
着
く
1
家
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、
文
化
機
械
、
器
具
の
導
入
は
緊

急
要
件
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
た
近
代
人
ら
し
い
生

活
も
営
ま
れ
る
。

　

青
年
た
ち
の
集
い
に
は
、
必
ず
こ

れ
が
話
題
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
い
ま
な
お
体
力
に
頼
り
迦
ぎ

る
農
業
経
営
と
、
こ
れ
を
農
業
人
、
の

宿
命
だ
と
あ
き
ら
め
て
い
る
年
長
者

に
少
か
ら
ず
不
満
を
抱
い
て
い
る
。

　

こ
う
い
う
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と

な
っ
て
農
家
へ
嫁
ぎ
た
が
ら
な
い
娘

も
多
く
な
り
6
で
あ
る
。

　

グ
ー
フ
フ
で
見
る
と
、
農
家
の
日
常

生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
文
化
器
具

が
割
に
少
な
い
事
に
気
づ
く
。
何
か

考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

富
田
地
区
の
器
共
台
数
は
電
気
せ

ん
だ
く
器
一
台
、
電
蓄
十
四
台
、
蓄

音
器
三
十
二
台
、
扇
風
器
三
台
、
写

真
機
二
十
一

台
、
ラ
ジ
オ

五
百
四
十
九

台
、
電
気
＝

ン
ロ
十
三
台

電
気
ア
イ
ロ

ン
二
百
八
十

一
ふ
口
、
ミ
シ

ン
二
百
六
十

一
台
、
螢
光

燈
五
十
一
台

自
転
車
九
百
四
十
六
台
、
原
動
機
付

自
転
車
二
十
三
台
、
自
動
二
輪
車
六

台
、
ス
ク
ー
タ
ー
二
台
、
自
動
三
輪

車
十
二
台
で
あ
り
、
農
家
一
戸
当
り

は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
和

三
十
年
十
二
月
一
日
現
在

　

（
写
真
は
富
田
地
区
の
文
化
器
具
利

　

用
状
況
を
示
す
）

文
部
大
臣
表
彰
に
輝
く
大
野
公
民
館

文
部
省
で
は
毎
年
、
企
国
の
公
民
館

の
中
か
ら
、
優
秀
な
遮
営
を
し
て
い

る
公
民
館
を
え
ら
ん
で
、
十
一
月
二

日
に
表
彰
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年

の
準
優
良
公
民
館
と
し
て
大
野
ダ
民

舘
が
そ
の
選
に
入
っ
た
。
大
野
ダ
民

館
は
昭
和
二
十
三
年
八
月
、
旧
大
野

町
公
民
館
と
し
て
創
設
さ
れ
、
い
ら

い
八
年
間
活
勁
を
続
け
こ
の
度
の
表

彰
を
う
け
た
。
こ
の
理
由
と
し
、

△
施
設
を
十
分
に
生
か
し
て
い
る

△
文
化
に
体
を
育
成
し
て
い
る

△
視
聴
覚
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

△
図
書
館
昌
動
が
優
秀
で
あ
る
。

な
ど
の
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
進
め
て
ゆ
く
た
め

に
、
三
ヵ
年
計
画
を
樹
で
、
事
業

を
行
っ
た
り
、
市
当
局
を
始
め
運
営

審
議
会
、
協
力
委
員
会
、
推
進
委
員

会
等
の
機
関
や
、
各
種
社
会
教
育
団

体
や
、
一
般
市
民
の
絶
え
ざ
る
協
力

が
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
表
彰
を
機
会
に
、
大
野
公
民
館

が
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
続
け
、

よ
り
よ
き
市
民
の
文
化
セ
ン
タ
ー
と

し
て
育
っ
て
ゆ
く
事
を
期
待
し
た
い

（
写
真
は
公
民
館
活
動
の
一
こ
ま
）



出品総数は885点
盛況7ごっ7こ

第2回
農林産物 品評会

十
一
月
二
日
、
三

日
の
文
化
祭
に
有

終
四
小
学
校
校
介

で
第
二
回
農
林
陽

物
品
評
会
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
両
日

は
、
各
学
校
な
ら

び
に
各
種
団
体
の

芸
術
作
品
が
多
く

展
示
さ
れ
た
の
で

催
し
に
I
㈹
の
光

彩
を
放
っ
た
。

今
年
の
気
象
条
件

は
、
農
作
物
に
良

か
っ
た
と
は
い
わ

れ
な
い
が
、
生
産
者
の
粒
々
辛
苦
と

技
術
の
向
上
が
効
を
な
し
第
一
回
よ

り
も
は
る
か
に
立
派
な
結
果
を
得
た

出
品
点
数
八
百
八
十
五
点
の
う
ち
百

六
十
点
の
優
秀
生
産
者
に
対
し
て
労

を
た
た
え
、
三
日
の
午
後
一
時
か
ら

有
終
西
校
講
堂
で
市
長
表
恙
を
行
っ

た
。
当
市
に
も
相
当
の
特
産
品
が
あ
る
は

ず
で
あ
る
か
ら
、
互
に
技
を
競
っ
て

特
産
物
の
育
成
と
振
興
に
努
め
、
商

品
価
値
に
高
い
農
に
品
の
ま
F
産
を
図

っ
て
、
消
・
］
貿
市
場
〔
開
拓
に
当
る
こ

と
か
第
一
要
件
で
あ
ろ
う
。
と
く
に

巾
の
柿
と
栗
は
特
出
品
と
し
て
有
望

視
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
今
後
の
研

究
が
必
嬰
で
あ
る
と
審
査
頁
は
述
べ

て
い
る
。

（写真は品評会場のーこま）

‥
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生
産
の

計
画
化

　

昨
年
の

大
豊
作
に

は
及
ば
な
い
が
こ
と
し
も
平
年
作
を

凌
ぐ
収
穫
包
終
っ
て
ほ
っ
と
さ
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
年
の
終
り
に
当
っ

て
過
ぎ
し
年
を
反
省
し
来
年
の
進
歩

へ
の
足
が
か
り
に
し
て
み
よ
う
。

　

0
と
こ
ろ
の
よ
う
な
収
穫
皆
無
の

田
が
見
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は

農
薬
の
進
歩
、
施
肥
技
術
の
改
善
に

負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
汲
然
と
お
天

気
任
せ
で
な
ベ
つ
の
見
通
し
を
持

っ
て
、
生
産
に
従
皐
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
す
の
農
業
一
ざ
明
る

い
希
望
の
も
て
る
ま
も
の
に
す
る
。
古

く
か
ら
生
産
9
野
で
は
計
画
生
産
が

軌
道
に
乗
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一

般
農
業
も
そ
ろ
く
め
ざ
め
て
ぃ
x

頃
で
あ
る
。
日
本
の
農
業
は
い
ま
自

由
競
争
の
荒
波
の
中
に
ほ
う
り
出
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
に
し
て
自

覚
し
な
か
っ
た
ら
悔
い
を
後
々
ま
で

残
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

生
産
の
計
画
化
を
今
す
ぐ
実
行
に

移
そ
う
。

　

す
な
わ
ち
輸
送
事
情
が
悪
く
、
需

娶
期
に
な
く
な
る
肥
料
は
今
年
の
中

に
計
画
購
人
す
る
。
保
温
折
衷
苗
代

の
油
紙
も
今
の
う
ち
に
手
配
す
る
。

　

温
床
紙
の
ご
と
き
は
ま
だ
目
標
の

半
分
し
か
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。
種

籾
も
欧
米
改
良
、
品
槌
統
一
の
見
地

に
立
っ
て
奨
励
品
瞳
に
限
定
し
て
こ

ん
ご
の
商
戦
に
そ
な
え
る
必
要
が
あ

る
。

　

そ
う
し
た
個
々
の
経
営
が
計
画
的

に
遂
行
さ
れ
る
と
同
時
に
、
部
落
企

体
も
計
画
生
産
の
道
を
進
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
日
本
の

よ
う
な
経
鴬
規
模
の
小
さ
い
所
で
は

地
域
社
会
が
団
結
す
る
以
外
生
き
る

道
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
個
々
の
技

術
の
改
善
も
必
嬰
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
上
に
地
区
企
体
が
現
在
の
院
陥
溢

路
を
見
極
め
、
除
去
し
て
万
全
の
策

を
い
ま
の
う
ち
に
樹
て
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
部
落
振
興
を
目
標

と
し
た
部
落
農
業
計
画
が
用
意
さ
れ

て
い
そ
の
で
あ
る
。

　

部
落
の
農
業
計
画
に
つ
い
て
は
近

く
行
わ
れ
る
部
落
座
談
会
で
十
分
検

討
さ
れ
ろ
と
思
う
が
、
年
末
に
当
っ

て
二
回
呈
し
、
予
め
心
構
え
を
作
っ

で
置
い
て
戴
き
た
い
。

新年祝賀名刺交換会

お
申
込
は
早
く

　

新
年
を
祝
う
名
刺
交
抑
会

の
お
申
込
は
、
十
二
月
一
日

か
ら
同
二
十
日
ま
で
に
、
市

役
所
総
務
課
へ
、
出
張
所
順

区
は
出
張
所
へ
、
佻
所
、
職

業
、
氏
名
を
明
記
し
て
お
申

込
み
下
さ
い
。

△
主
催
大
野
市
△
日
時
昭
和

三
十
二
年
一
月
一
日
午
前
十
時
△

場
所
大
野
有
終
南
小
学
校
講
堂

△
会
費
百
円

市民の明るい動ぷ⑩

大
野
理
容
師
グ
ル
ー
プ

技
術
と
教
養
を

　

き
よ
ら
は
床
屋
さ
ん
の
も
と
じ
め

イ
カ
メ
シ
ク
い
え
ば
「
大
野
理
容
師

会
」
の
会
長
を
し
て
お
ら
れ
る
増
田

秀
雄
さ
ん
（
水
落
）
を
た
ず
ね
て
、

床
屋
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

活
動
を
き
い
て
み
よ
う

　

大
野
に
は
い
ま
、
四

十
七
軒
の
理
髪
店
が
あ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ

ー
ビ
ス
と
技
術
で
毎
日

お
客
に
接
し
て
い
る
が

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
、
新
技
術

を
と
り
入
れ
る
た
め
に

牛
一
H
れ
た
の
が
こ
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。

　

何
と
い
っ
て
も
調
髪

は
技
術
で
、
時
代
遅
れ
の
か
り
方
を

し
て
い
る
の
で
は
お
客
も
遠
の
く
と

　

そ
こ
で
会
員
の
中
の
比
較
的
若
手

の
人
た
ち
で
グ
ル
ー
プ
を
作
ろ
う
ｙ

い
う
話
し
の
も
ち
上
っ
だ
の
が
、
今

か
ら
六
年
前
。
集
っ
た
の
は
十
名
程

の
小
人
数
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

熱
心
な
人
た
ち
ば
か
り
で
、
そ
れ
か

ら
毎
月
二
十
日
を
定
例
会
に
き
め
て

技
術
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
商
店
経
1

や
サ
ー
ビ
ス
研
究
に
真
剣
な
話
1
合

い
が
展
開
さ
れ
た
。
や
が
て
誰
い
う

と
な
く
「
お
客
に
気
持
よ
く
接
す
る

に
は
、
ま
ず
お
客
の
気
持
と
一
つ
に

な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
自

分
た
ち
の
教
養
を
高
め
て
ゆ
く
ほ
か

に
方
法
は
な
い
」
と
い
う
所
に
話
が

落
ち
つ
き
そ
れ
か
ら
謡
曲
練
習
会
が

も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
最

近
で
は
社
交
ダ
ン
ス
の
練
習
で
音
楽

理
解
を
深
め
、
趣
味
を
広
め
る
努
力

を
す
る
所
ま
で
発
展
し
、
会
場
は
会

員
宅
の
ま
わ
り
も
ち
だ
が
、
や
が
て

は
生
花
や
茶
道
の
研
究
も
し
た
い
と

希
望
は
大
き
い
。

「
会
を
運
営
し
て
い
て
一
番
む
ず
か

し
い
の
は
、
町
企
休
の
岡
髪
店
の
技

術
水
準
を
一
定
に
す
る
こ
と
で
、
あ

る
店
へ
は
絶
間
な
く
客
が
入
り
、
他

の
店
で
は
閑
古
鳥
が
弓
く
の
は
、
や

は
り
技
術
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か
ら
も
う
一

つ
は
労
俑
時
間
の
事
で
、
協
定
時
間

が
で
き
た
お
か
げ
て
長
時
間
労
働
を

す
る
事
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
お

客
か
ら
付
図
。
を
い
わ
れ
る
と
、
仕
方

な
く
協
宍
・
を
破
り
疲
労
し
ま
す
。
せ

っ
か
く
会
員
の
中
か
ら
病
人
が
絶
え

た
の
に
、
そ
れ
が
復
活
し
た
ら
大
事

で
す
か
ら
ネ
」
と
増
田
さ
ん
は
問
題

点
を
打
ち
あ
け
て
く
れ
た
。
「
私
た

ち
は
町
の
祠
劈
衛
生
を
進
め
て
ゆ
く

た
め
の
大
き
な
推
進
力
に
な
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が
た

の
強
い
御
協
力
や
。
頂
き
た
い
気
持
で

一
杯
で
す
」

　

冬
の
陽
は
沈
ん
で
店
内
に
闇
が
迫

っ
て
き
た
。
螢
光
燈
の
光
が
ク
リ
ー

ム
色
の
壁
に
反
射
し
て
生
き
生
き
と

輝
く
暖
い
店
を
あ
と
に
、
グ
ル
ー
プ

の
あ
す
の
発
展
を
祈
り
つ
つ
北
風
の

街
路
へ
出
た
。
（
写
真
は
衛
生
設
備

も
整
っ
た
理
容
所
の
内
部
）

ラジオの雑音防止
はみんなの力で

　

・
フ
ジ
オ
の
雑
営
ほ
ど
ぶ
愉
快
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
雑
立
［
防
止

の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
え

て
、
楽
し
く
ラ
ジ
オ
を
聴
け
る
よ
う

に
す
る
目
的
で
、
十
月
二
十
四
日
、

大
野
市
ラ
ジ
オ
維
斉
誌
止
窃
力
会
ｙ

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
大

野
市
役
所
、
大
野
商
工
会

議
所
、
大
野
商
店
街
連
盟

北
陸
電
力
大
野
栄
業
支
所

大
野
・
フ
ジ
オ
商
組
合
、
福

井
県
電
気
工
事
業
協
同
組

合
大
野
支
部
、
北
陸
電
気

工
事
株
式
会
社
大
野
営
業
所
、
福
井

県
電
化
1
及
協
力
会
大
野
支
所
、
大

野
公
民
館
、
大
野
婦
人
会
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
あ
な
た
の
家
の
・
フ
ジ
オ
が
雑

音
で
き
き
に
く
い
場
八
‥
は
、
北
陸
電

力
大
野
営
業
支
所
へ
申
込
み
下
さ
い

　
　

グ
レ
ン
隊
に
襲
わ
れ
た
ら

　

ゆ
す
り
、
た
か
り
、
暴
力
団
、
押

し
売
り
、
寄
附
強
要
、
グ
レ
ン
隊
な

ど
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
す
ぐ
警
察
へ

知
ら
せ
て
下
さ
い
。

※
燃
え
な
い
工
夫
、
焼
か
な
い
注
意



※
今
月
末
日
に
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
御
協
力
下
さ
い

柵鱗まw

③

Ａ
子
国
民
健
康
保
険
に
は
義
務
的

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か

　

お
答
国
民
健
康
保
険
は
、
住
民
が

健
康
を
保
ち
安
定
し
た
生
活
を
営
む

た
め
に
ぜ
0
必
要
な
制
度
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
議
会

の
議
決
に
よ
る
条
例
で
定
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
条
例
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
そ
の

地
域
内
に
居
住
す
る
世
帯
主
お
よ
び

そ
の
世
帯
に
属
す
る
世
帯
員
は
全
部

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
健

康
保
険
は
地
叔
住
民
の
平
素
か
ら
の

円
意
に
よ
る
協
力
に
よ
っ
て
、
相
互

に
医
療
費
を
助
け
合
う
社
会
保
険
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
様
に

定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険

者
そ
の
他
、
法
令
に
定
め
る
も
の
は

加
入
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
を
国
民
健
康
保
険
の
任
意
設

立
弱
制
加
入
と
い
っ
て
い
ま
す
。

今
町
の
行
李

上
旬
△
ス
キ
ー
客
誘
致
地
元
受

　

入
対
策
協
議
会
本
庁
協
議
室

二
十
日
～
二
十
七
日
△
労
働
力
調

　

査

三
十
一
日
（
月
）
△
工
業
力
調
査

’ 声

国
保
の
再
開
を

早
く

　

全
国
民
を
医
療
保

険
に
加
入
さ
せ
る
国

民
皆
保
険
が
、
最
近
新
聞
紙
上
で
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

大
野
地
区
国
保
の
再
開
が
一
日
も

早
い
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
私
た
ち

に
取
っ
て
は
耳
よ
り
な
話
で
す
。

　

医
療
保
険
で
私
が
特
に
痛
切
に
感

じ
た
点
を
述
べ
ま
す
と
、

　

△
職
場
の
保
険
に
入
っ
て
い
る
人

は
、
月
々
の
サ
ラ
リ
ー
か
ら
相
当
な

保
険
料
を
引
か
れ
て
は
い
ま
す
が
、

万
一
の
時
に
は
、
無
料
で
入
院
も
で

き
る
、
大
手
術
も
で
き
、
ま
た
家
族

も
診
療
費
が
半
分
に
な
り
ま
す
。
そ

の
上
、
国
保
が
再
開
す
れ
ば
家
族
も

無
料
に
な
り
、
非
常
に
助
か
り
ま
す

　

△
国
民
健
康
保
険
の
な
い
大
野
地

区
で
働
い
て
い
る
女
中
さ
ん
な
ど
が

病
気
に
な
る
と
、
皮
肉
な
現
象
が
起

き
ま
す
。
月
収
何
万
円
も
の
主
人
は

職
場
保
険
で
医
療
費
は
無
料
に
な
る

と
い
う
の
に
薄
給
の
女
中
さ
ん
は
、

全
額
自
己
負
担
、
自
腹
で
病
気
を
な

お
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

小
さ
い
商
店
の
小
ぞ
う
さ
ん
も
同

様
で
、
健
康
保
険
の
な
い
人
の
療
養

は
と
て
も
み
じ
め
で
す
。

△
健
康
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
人

は
病
気
に
な
っ
て
も
直
ぐ
医
者
に
か

か
ら
な
い
。
先
だ
っ
も
の
は
金
、
つ

い
早
期
診
療
が
遅
れ
て
病
気
を
重
く

し
、
よ
け
い
に
医
療
費
も
か
さ
み
。

そ
し
て
病
苦
と
貧
困
と
の
二
重
の
苦

し
み
を
受
け
ま
す
。

　

△
保
険
診
療
丸
1
と
今
で
は
、
う

ん
で
い
の
差
が
あ
る
こ
と
は
、
先
日

開
か
れ
た
国
保
の
座
談
会
で
ょ
く
わ

か
り
玄
し
た
。
玄
だ
医
者
に
聞
い
て

も
そ
の
と
お
り
で
す
。

　

旧
大
野
町
の
国
保
を
一
日
奄
早
く

再
開
し
て
、
使
う
者
も
、
使
わ
れ
る

者
も
全
市
民
が
再
開
に
協
力
し
、
安

心
1
て
生
業
に
就
き
、
明
る
く
、
住

み
よ
い
社
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
（
下
神
明
・
政
子
）

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

　
　

類
の
す
く
な
い
金
米
糖
石

今は足羽邸美山村に入った下味見の赤谷から

は、図のようにzj．：yぺ、イトウの形に結晶した

自然枇が出ます。これは世界にも罰の少い珍

しい鍍物で、大きさは図ぐらい、暗灰色、熱

するとニンニクのりふがします。叉折立からは

黒雲母が変成して水欠をf／、ブiaカμ、

火の中に入れるとヒルのようにふくれます。

完
納
が
き
ず
く

　
　

住
み
よ
い
大
野
市

河
原
に
流
れ
て
い
た

　

森
政
村
の
天
紳
さ
ま

　

あ
る
年
あ
る
人
が
、
河
原
に
行
く

と
、
誰
か
呼
ん
で
い
る
。
行
っ
て
見

る
と
、
天
神
さ
ま
の
石
像
で
あ
っ
た

こ
れ
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
自

宅
に
安
置
し
拝
ん
で
い
た
が
、
ど
う

し
て
河
原
に
流
れ
て
き
た

の
か
不
思
議
に
思
い
、
こ

れ
は
自
分
一
人
で
拝
む
べ

き
で
は
な
い
。
村
人
に
拝

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
小

さ
な
御
堂
を
建
て
て
、
お

ま
つ
り
し
た
。

　

い
ま
そ
の
お
堂
に
か
け

て
あ
る
絵
馬
を
見
る
と
、
文
化
、
文

政
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

天
神
さ
ま
を
拾
っ
て
き
た
の
は
、
い

ま
か
ら
三
百
年
程
前
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

　

森
政
村
（
い
さ
の
森
政
領
家
）
は

徳
川
時
代
郡
上
領
で
あ
っ
た
。
あ
る

年
郡
上
八
幡
の
代
官
が
森
政
村
へ
巡

検
に
き
た
際
、
こ
の
天
神
さ
玄
の
こ

と
を
聞
き
、
こ
れ
を
拝
ま
れ
て
「
こ

れ
は
尊
い
姿
だ
、
八
幡
城
で
ま
っ
り

た
い
か
ら
ゆ
ず
っ
て
く
れ
」
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

代
官
さ
ま
の
い
わ
れ
る
こ
と
で
あ

る
か
ら
「
よ
ろ
し
ゆ
う
ご
ざ
い
ま
す

」
と
承
諾
し
た
。
そ
こ
で
代
官
は
、

人
夫
一
人
を
雇
い
、
こ
れ
を
八
幡
に

運
ぶ
よ
う
命
じ
た
。
人
夫
は
、
早
速

こ
の
天
神
さ
室
を
か
つ
ぐ
準
備
を
し

て
、
か
つ
ご
う
と
抱
き
あ
げ
た
が
、

重
く
て
ど
う
し
て
も
動
か
な
い
。

　

そ
こ
で
代
官
に
そ

の
旨
を
申
し
あ
げ
、

人
夫
を
二
人
に
し
て

も
ら
っ
て
二
人
で
抱

き
あ
げ
よ
う
と
し
た

が
や
は
り
動
か
な
い

こ
れ
は
、
7
神
さ
忿が
こ
の
地
を
離
れ
た
く
な
い
と
い
う

神
意
と
考
え
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な

石
に
、
こ
の
お
姿
を
6
る
し
で
描
き

お
堂
に
納
め
、
今
度
は
動
か
せ
る
だ

ろ
う
と
、
抱
い
て
見
る
と
、
一
人
の

人
夫
で
軽
々
と
動
か
さ
れ
た
。
代
官

は
、
こ
れ
は
た
だ
な
ら
ぬ
大
事
と
思

い
、
早
速
八
幡
城
主
4
山
大
膳
亮
に

申
し
あ
げ
、
立
派
な
神
殿
を
城
下
町

に
む
営
し
お
ま
つ
り
し
た
。

　

そ
の
後
は
不
思
議
に
め
で
た
い
事

が
度
々
あ
る
の
で
信
心
す
る
者
が
多

く
な
り
、
い
ま
で
も
各
地
か
ら
信
者

の
参
詣
者
が
絶
え
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。

（
写
真
は
森
政
領
家
に
安
置
さ
れ
て

い
る
天
神
さ
ま
）

峰
‰
゛

▽
中
性

　

洗
剤

洗
剤

の
一
種
で
石
け
ん
に
く
ら
べ
て
洗

浄
力
が
す
ぐ
れ
硬
水
に
も
よ
く
と

け
て
、
そ
の
う
え
簡
単
な
す
x
ぎ

で
、
石
け
ん
分
が
残
ら
な
い
の
で

一
般
の
洗
濯
に
は
よ
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
性
剤
を
1
通
〇
・
三
％

前
後
の
溶
液
と
し
て
食
器
幻
や
野

菜
、
果
物
な
ど
を
二
、
三
分
間
つ

け
て
、
水
洗
い
す
る
と
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
い
る
ゴ
ミ
、
バ
イ
菌
、

回
虫
卵
な
ど
を
取
除
く
の
に
大
変

効
果
が
あ
り
ま
す
。

▽
ゴ
ム
長
の
す
ベ
リ
止
め

　

ゴ
ム
長
靴
の
底
が
喊
っ
て
凸
凹

が
な
く
な
る
と
淆
っ
て
困
り
玄
す

が
、
靴
の
か
わ
い
て
ぃ
る
時
に
、

バ
ン
ソ
ー
ユ
ー
を
小
さ
く
切
っ
て

所
々
に
は
っ
て
お
き
ま
す
と
す
べ

り
止
め
に
な
っ
て
安
心
で
す
。

▽
び
ん
づ
め
の
糊

　

市
販
の
び
ん
づ
め
の
糊
を
少
し

っ
か
っ
た
後
、
そ
の
玄
k
に
し
て

お
き
ま
す
と
、
上
が
か
ら
く
に

か
わ
い
て
む
だ
に
な
り
ま
す
が
、

使
っ
た
後
、
ふ
た
を
さ
か
き
に
し

て
置
く
と
、
い
つ
も
新
ｔ
く
使
用

で
き
ま
す
。


	19561201_003.pdf
	page1

	19561201_004.pdf
	page1

	３０号前半
	19561201_001.pdf
	page1

	19561201_002.pdf
	page1



